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P値であった。ぐの違．い1よ甘象ヒする・卵，胞液；i
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績ビ，彦気派渤激εノ酬吻ノが鶴《ナつ励注ムコ

ラ彪・本乏・1磁，定プとし三厩，が出さ担U駿

・，・Lムコラ拷・1承！42種類・ごノし，氾ど九ゼノ乙の

ち鞍識，泳％・1二直ノ厩素心乙沁験々ビ・痴．桑

，、勤／七μグ亭コンド）ノイジ・ン二二・肌及〆

．、，ごラン疏観ビあること∂ぐ記恭四乙，之ノの

郷狂〆‘獲湿る点バ詞・〆）うノした．

　，鰹，・，酸忙ムフ多癒・1振よ戯渚ご・扮当されザ

，卵絶談こかをソ多愛尺検鉱丁≠ほ’ξ・ノま1こ

ミノほて物ラピ矢・吻二つポa齢乙学わ礁乞，三

元Bのノzハじ嗣RエAE臼48〕φ3ケεを／行いたオ
ー　ト　ラ　ジ才　タ・ラ　フ　ィ　バ　」　る一叛告・な　ど，　吻ワ彪、液

・D酸／生ムコ郷舞の生痴よ卵抱凌細胞1鳳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノる乙のどあると考えウれ、牛の細胞ぜク撒放
した雨粒旗細胞、の細胞三三を’ ﾋ気い，どの培養

ろ液かラ駿性ムコ多棚勧検出を行っノく房，

寸話の行っ！蝋験才広て三冠出て“きなかつμ

…う、瀬救腰綱忍よ幻乙二三1勤有し，こ・

の鍾殖能〆．各種ノr、〃とンー痔K戸．＆掃誤の爪r

・レξγ1怠，イ署しく刺激されるぐと⑪グ，
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顧繊膜細胞顧賊心養の卿こ羅、1多匁陰性性腺

刺激爪・レ乙ソ、画廊断と膿刺激オ・・レちソな・ど

を加えて論魂塔養とし，せの濾ろ拠μ酸，
性ムフ多精イ拘紙価・チテつ！二比同様｝瀬％

ゼきな“・戸ζ．つ4グノ脂汗鰍ら・し一で顧一儲

細砲は，1胴鯛脚一レ乏ソの船出下ノくぢづ・ノレ

，／門辺の初子と1直し、その複雑な／御心f～

ど耐縮駆奏効で・咽と心えウれ，そアtゲ
畝ク翫、・，・1と細・ビノよナ・が劫機能バ搭犀．

さんな∂・・フ1u＝めと老えろノ℃ゐ。1』

　物ゾ4鍼ナ・嗣裟庚1ζつ・・で・こんま～げ

・湘κ，’伽’頁5のノ0ゆε〔浄斗、朗，・V胴0訓員
C

尺K〔13’〕，磯城1，森ら々ビの〃碗〕が’あり、せ’

れぞ・れ2ぎ2，304．0，304，312及び覧3i7幣1
／dセで・あるご飯転∫ノ乙でいるカぐ’♪著者り庚’績

ノξノしりTwハκ一・1・フ滑〃〃の一報告，♪ク高いが’ノ・∠己の4

．勧報告勤！詞んし肖直で’あ・た．この違いは

ナ撤とする卵か穴が’・閉す㌦ど～司賓のぎの～店

ないこと1くん囚しでいることこあると老λウ、

九る。ま1叉検あわ去の違し・耐るCピ6老え1
　　，
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：ノ」あみバ有意な正．吻相蘭関係を認・めノ　さら尺l

i纏の六授B、・一8・1淋・18・｝脇以切茂

ク，三三大紺」3・伽揃・後まで“の卵胞凹凹

拘粥響さκず、綱包独匂の動劫あること；
思えウκる。し“、しノ幻嫉り水か、翻覆：

磁ノ軋愛，小わ三図四王て協ク’不明4＼
儲ハ二二り検討8ずたねノ亭“なうなし’・

　物陣二物κ薮、女1こつ・、で・こんぎζ“既
鯛κ謂酬，OLP5、　v勘亘駅κノ影成、森らな：

助石枕踊ク、ぞんぞ耽32・3θ・0、36・28』

5及〆17．ぢ羅／溜ゼあると二丁さ九でρるバ
，著煮り成績’よ％人の級告」ク尚い4直ご“あフ

1く。　O　の二違　い　慮対象とす　る卵胞液、バμ）ずし　6

｝鞭り助ζ臆々し・こと1ζ起因してし、をこと：
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彦あると考．えら九る・　　　　　　　　1i
i著者の成績ご，卵彪液才のκ濃友ぱ重Z考、γi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ii
i間に有．プきくな才雨皮1度｝イ系’4：寄｛冬めらノ1しな・が・つた9　と1i

i～ろ“副砲蜘拘κ嶽反1ま卵刀色・大きさ）ミィ亭i

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

ることバ示唆さルノ卵胞液申りん濃友ノよ匁癒i
i勅勘の単紀な底面とし、うごとぐなく・φ一

む

｝　，一般，こ、細面内｝ミKバ多く、細胞外液ド！よ1

紘〆多し弓のて・あり、細胞膜をノNでのぬ・i

肋移動心乱な機雷1冨フど支1彦ひん・でいi
・るバ，　K〃ぐ増加するとき鹸ザ減ジ・する相対鋤i

な蘭イ系のある、｝と〃¢知らノ¢《いる。　そ，ぐ～1司｝

…一牛弓仮訣辞〆卵胞液ザのκ／舩を求め検討1

し尺。

　著渚の蛍績ごノ卵彪液ア弓K／〈航ば忽考Ol
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諾意姻田富ノま認励れな〃’フ1く・とこ…
ろザ卵溶液ヂリK／翫！｛卵泡の大きさバ年P｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛卵胞液lrの1雁濃反ハつPで・鎚アWハκ一二i

，象幽ﾆする卵胞痴細礎し・伽“検あ方法の；
i：逼⊃い，＝よゐ～多9のと謡えウれる。

iの点れ’＝比べ有意R萄く、両者閥にわザ4・ゼi

油漉の大きさ8・0卿む以ア，　18■励¢以」＝め区分i

の鋪と卵梅鯛壇遜友1ミわす》ごご1踊る‘
バ有意な正め凋関、聞係プ’窃ぎ・めク九λこヒよグ1

…，卵砲液中の擁濃、麦ノよ位渚ナのそμ一こ一時期．

1控1本内1く広く落在し，各種酵煮の活性イしと、
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砲の墨育麺，程ビノ呑種酵煮バ働乙・でいると揉，

尺乃、し、で／よ卵胞の各狡酵煮の落倥イ乙の錫きと：

・とぎ潮ワ勧榊の吻濃友・よ又イ乙し、血渚・γ・

受掬ζ影響を災・ノず拡臼弓動越しているこ

と6ノ多え・うれる。
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2一磁の大μと卵胞液諸性状につし、ご

　　1♪　肉蕨適性：吠

綱勧入紺と綱麓殖調，＝つレ、で・卵

調の卑博を検討し八緒果，卵彪の六きさバ人．

淑なるの1鮮い淡勧鋤ψ陣ラ吏の刻伽ぐ

が増加する傾砲ブ認めウ九！こぐPく。・OP　（衣

5，　図4｝フ　。

　　2）蛋⇔質置．麦

討した綻，有’意な拐関関撤ぱ認・めら九な〃、フ

1（　ζ　図42）　　。

lFの二Rの月半上ε，　D．を求めると，卵胞り大

おの，）・さい区かよク）蘭ζ，a乙どれ6・53上

1．26牙／d乏，6・56土1．0｝ケ／d丑・6・47幻・05
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即事～認められ姻・つた隊6－1）・
　　3♪香匂か画

さμア・レフ・ミ初乗1こついで・の1磁のや

け4区がし，忍民がの吻磁痴ア・レプミソ

少・レ，B塑，　D型のψ陀液の刻伽罐画する・
乃頃イ句わぐ膨ぜ、められた　（P∠o・Ol）　ぐ茅く7・　図’43♪

0

　　4♪尼気軽：気泳動葡艀イオ

浮之り大潟，8，Dω×幻家続ゑ瞬断肯蝦／乙

ぞ・蔽充・覚ノ瀦糺卯胞の入烈癌。？κ労誠

きご1曾諏“・以劫卿鎌で“秘炉ノし・（2勧

購細瀧秦ごけほ（卿〇一4）・抽1こ・検

瞬れん2本り伽鰍一よ工卿及〆’〆調て協6
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こと択観纂ごノ17く　ζ三民♪　ぐ図15／　16）　・

　なぢ，抗牛冠絶涙ζ卵胞ρ人』きさ8，ρ棚以i

ぐ纏♂入きさ’3・国8・o労1％）躯舷嫡i
，‘

‘反応でノ」，卵彪の大きさ1てイ事ラ麦肥は三図さ：

惚な〃・フた（図馬12・B）・
　　5）尿素態窒素：濃皮　　　　　　　　　 i

腰姦し7、φ㍉有意な凋即馴系ノ認めらんなパ
つ　た　　ぐ　図　44）　。

　吻ヲ胞の六づさを4£回し，．各エ渉勿ψ1ワ胞液

、h8．u，Mの〃e姻土β・D．を求’めると，卵勅

人前の小ね順参ずク二三そ辺ぞ“摺7・9
土2，7〃19／∂f・2・’2土2＆1乏〆∂』・208土41

ふ・ザ払2・・舘5・・刀Lグ／撫・ノ忍齢ノ幻に

勇0竜～差／ま．認・めうノZノζi．・ψ・っア（ぐ表6一｝フ。
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1即（Pく。・O」）ぞあク・有意な質の才6関’関係〆i

・弱めウ六たぐ図4ぢ♪。

　四駅大誓を4区かし，磁・か殉戸彪液・；
ず0几凹・P・のκe卿±・S，D・を求めると、卵絶oi

凹きさの小さいヱか4ク順κ，ぞんどんノ5，；

；80土6・lo・脇／6f，9・45土3・68％｛ゲ／」丑ノ9・73土；

i3・・吻／d2，8・07土ぢ8’・κブ6』で・・纏・大1

きさ8，09膨以アの区かり吻ワ’抱液、セのハ、層，P．1よ

ン把gZかの卵胞液1ヂのどれド比くぐで有意ぐ・
Ip＜0・　oj）　　バ　商　　レ・　こ　　と　　イ∫ぐ　認・　め　　ら　　ノ乏，　1く　　ぐ　表　　ε　　一　　　｝

）。

　さら，て赫頑：で’検ガノ　下戸替ざ寒たコンド汐イ

チソ国恩・ほ〆ヘパラン，痴痴＝ついでち卵

遊の早きさとの／引声♪てつ・、で検憎し7（。

　姻勧六烈と卵胞脚宮つ0ん，一恥：ついで
，そつ拐吟歩係を検討し八三果ノP二二〇、3

33（Pく0，0Pぞあク，有’意な負0相関閃係〃ご

認めら淑！1く　（図46）。

　卵彪0大きさを4ヱがし，，糸民かの卵彪液
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底誓の・トハ収が謂ll頁尺ノそメ乙ぞ碗1L・

・3上4一吻／鵡7・ぎ舷2・タ，・ザ鵡三二土，

網9．o励1以アの匡・釦卵’池痴ヂの仇一気ノ」

ワイ初瓜が励磁液面そメしノこ比べで無意ζ・

Pく。，OPドあいごとつぐ認・めウれたピ孜6－1

ク．

　卿叡慮抑吻舵卿・〃・＆1ミついで・

ζP〈o．・ゆビあク，方意な負の梱測関係ゲ認・

め　う　κ　た　 ζ　ノ愛｝47）　。

　卵彪・大誓を4郎かし，容匹か吻フ，1畠
物〃，ε訪〃8〃z土S，ρ詔．ボめると，功フ泡の大

き　さ　∠う　ノ」・　さ　い　匡，〈分＼　よ　　ク　ノリ頃、～ζノ　　ゼ」　フ％　老’“ノz　4，77土

2・23，ザd』、187上1・42ルtダ鵡1・05土0・タ3．

〃ダ鵡0，47土0・7触／召！ビ・姻勧大きさ

胞榊め〃，ε．φ瀕：少バ認・めうノ6尺磁6一ノ

）。
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　卵閉り大回ど卵胞御の〃・3・／・九・一ハ1い

，　 0．67’　．ζP＜0．OL）　で・あ　グノ　功4意く　ノ詮員　の　拐　関’　：

関／御’鴇《・めら却d図48♪・

物”．δ．／仇・づ助伽π土ε・D・ま求’めると・

吻舵・大き劫小さD氏・伽ク1頂に・それど

九〇・442土0・170，0・261土0・博4・0・B7
土0，1’5／0．072土0．128で・’ノ卵・吃φ大きき

賦3くなる例畔い，有意ζP＜o・・ノ♪只の8

胞わ／2の厚・3・／・ん・一砺イ氏アバ認めう如くぐ一

　　7）ノVん激、度．

（P〈o．一〇のζ・あク，わず〃・ζ臆あ初萌’意な

正．の凋ノ幻撲1・係〃ジ・認、めうノ乙た　ζ図4タ，〉・

物〃磁．皮の伽砿3．D二巴’遍とノ一両’
，大、き（y〃）小さレ、IZ・分・ぜク」痩尺，　ぞ≠（その～妃　28’タ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　ε2

1・一7蛎δ』・293・・土62隔／d乏・3・・i

l、0土35・9，》／d窃　3028エ308塑／d2でノ卵i
；胞。大きさザ大きくなるのバ虚し・心志液、ヂ9｛

　　8♪’く濃友

しその相1刃関係を検討し八緒果ノ　rニー0，3i

認・めウれたζ図50）。

　φ曜の画調を4ヱみし，各論肋ψア胞液i

人∋さの・〕・さいヱみばク”虞｝く、それどれ57．i

O4土’4．04噸／62，80，80土16・44”ヲ／∂4／i

44・07土ll・’3〃∫グ∂4，3ク・5タ土｝D・2吻／：
6イ∬　て・“ノ　　　垣毎ヲ　2之　　の　　ノタ文　　｛告　　ご　　 〃“　大　　ξキ　　〈　　な　　る　　 の　　　～焦　　イヂ　　レ、　ノ

有意ζPく。．o’♪1こ卵池液才olく波皮づ滅1少バ；

諾忍められノく　（孜6　－2ク　。

　　9）吻濃反
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函ζP〈・・ODであワノが意な負弓相閣関県ヂ：

1認φられ尺（図∫P・　　　　　　　　　　i

i入きさの小さい区・二かよク，｝1夏1てノぜれぞ“九3・81

i8弦0、767％‘9／♂』，3・645土L37吻／d2・i

i3・246土・・ぢ66〃〆」2・3・08は0・52吻／l

i凝・ノ山山の大面〃ぐ六淑る・るの弼胞・／

i儒ζP〈・’・P」仰轍勃惚浪ノ勤減少ブ
言忍・めらナした（羨6－2・〉ρ

　　10♪　K／ノy記

　卵胞の大きさと卵胞液ザりK／〃んバつ・Pて3

13　（p＜0，0’　♪　　でい〆う　ク　ノ　有意　な　頁　 ・っ　才月「ノ多弓　ノ喫」　イ系、！〃ぐ

［認めう戒尺（図ぢ2）・

　卵胞の大きさを4ヱかし，忍Z冶＼6ψノフ胞飼

　　　　　　　　　　　　ア入きさの小さいZづ＼」｝ク）娯1こノ　ぞナ乙そ“κ0・／タ

タ砿0・0543…　ノ7刀上0・0578・0・1477主0・941
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｝＜な勧’畔し・，樵（P＜…1ハ仰彪蜘摂

　　1ρ老慕及“ご小言　　　’　　．　　i

これま～森ら（65）6可兇グあク、両考用尺｝

i明ク」ラな閲係’4認められずノ正・；労卵胞と異；

i常卵胞1司にお、いで多明ラ〃・な差異はなかったi

；と報告しで南プ，著者の成績で／よ、勿彪び

：点きざブ入きくな層面1ミ伴レ㌧淡黄白あり卵；

卯吃液回合〃け蜘ワする傾句編勧ら炉て、

フオク卵胞の大きざが大きくなるり1こ伴い卯’

胞液0着色皮が残くなる傾句バ’認・あられた・　’

，　こん1き・ビ0ハR乃v40Lエ。∫　ら　（1ω，　影曜〔36

に停ラ卵胞液・rのτP・の亥化！ま認めておらず

，葺者弓成、績で6，勿彪の大きさ1ミィチラ卵胞

液申弓冗P．の亥化ノ」認めら光ず，先人の報告
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iと同様ビあフた。　　　　　　　　　，．i
i血忌の蠣ビ，B．U．N．1ミつし：召ア．i

iRと乳様り緒果〃ご得られ・ψ四名液、γの派煮干i

凌煮ドは伽怠り塔育1こ閲ムす6因子ととでoi

i心証弓大きさと回心砲液り電気泳動像ビ観1
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

iい茜著者の成績て“、勿醜の大き抽ご六きくi

〕蔽の鎖泳動像で，ア・レフつソゑ動湘当i
i寸る4陣の特呉⑳な形沢翻磁波ザつ4，凹．R，i

臨きくなる勿’嘘寝磁・・rのんM・P・／賊少…
・・ｵでい局緩述）ので㌧記田液三三物像’：
で観暴ざノとたアノレプミンの塑にノ勿フが包・り六き・

禄／物忌伽崎三朔肋で’賢／ほいかと老’

えうれる。
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解義ゼ・心尽蜘μ屡⇔賀のY二二〆似わ’㌔
のろカであるとすれば，4非勿まぜの卵胞の羅i

亨過後ド夙、で，御職砲。大きさ癌1螺以’

1劫鯛心嚢蔽のような異・膨ア胞1こおりで5忽1

か7ド存在する珍IVI・二二なと物忌ゑ子量θi

：魯匂質バ卵胞面一γ尺認められる～よずゼあみ〆i

l，功1フ胞の太タさ18．D鰍以二¢ヱゑの勿フ胞炭z“i

・検錫ごれ尺玉⇔賓1レ各スかの卵彪液及二二青i

，ま毎渚由来で・ある6のの，卵胞。券二言程1〈i

ち、いでば毎綾一卵胞壁．二選，可約透過性があクi

，卵胞の大きさ13．o伽以rの卵胞液ヂバ’」エグi

，卵胞司泣きつぼ．b航〉メニリ功7彪嚢腫oJう

な異償卵胞ピノよその血忌一卵彪慶つ選択短遜
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；・

　卵彪9沸きざと牛夢ρ胞涙、アリ酸・控ムコタ彬；

iとしノ0，2ぎoo以つでで1・ノ」ビアノレワソ酸とコンド1

汰鋳吻魂で・！ま2：曾1てなると報告し，さゲ

i南の〔12・〕岬胞魂勧；イ峯レ卵彪液腔
・’ ﾌ姻、P，〃◎妙’し，ぞのなかで狩尺ピアノレ・、

ソ酸の量舶ノ質砂胆イ乙の大きいOとを’認・め報：

恋しでいる．また励月（8Dノ訊の、鋼三夜を

綴織イ酵的掌編廊、で検討し，初期及〃緒
』期翻脚叱りψ噂脚」Rハ．ε．沢応．トノ四ヅ

ング、レ＿叉〆ア、レシアンフ・ノレー染色でノいず

1煽陽倥ビあク，後期庖潟ρ胞の卵砲撃て・ノぽ
そ　ナ乙　ら　り　染｛≧、艶と　ノま　い　すいκ　6　ノ宥　し　く　・；減｝弱　と　で　し⊃

るく》とを診下めでし1る〃ぐノ　Jεノ＞8ε〃ら・ノ　Z’40〃乃・R1凶

ε64幻，商山殉報告1くある酸性ムコ多纏
イ勧種類の量舶比率の雛多ノ塚尉で噂なグ・つ・
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たと報告してし咽・著者城腰で’、卵彪液暇

・鴻”ボP・ノ」多四齢大紺／蝋叡なるの1ニイ牝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

告と同様ビあフ！く．し矛・し地入の扱告ゼ，卵；

i胞液ヂリ酸性ムコタ糖イ本ビ6卵彪弓券、育「バイデ

；1如幽諭し・掬ノ拷ア〃、フン酸ど協るご

とを観累しでい勧ぐレ著者り成績ビ！よ，卵胞：

腋・助酸性ムコ多捌本を電気泳動法を房い定，

性し！、とごろ、ピア・レワ狛脚♂検飢甲ず，

コ／ド、フイチン、旋1竣湾をヘノぐラン二塁｝駿がご検出

イ糎，卵胞痴価仇引ノよ急激’こ卿㌦・〃・…
ε，ぱ4余・々’尺・夙δ少する層ことを認・め、　〃、・S㌧／0れ、一r

ハ多卵胞の入きさ〃“大3くなる0ド伴い拭下，

ムコ斜脚効種類ノ両人り報告と違し・汐助る

さのの，それウ切量：鋤比率〆卵胞の大きご！こ

／糎如6をしてい斌とやぐ認められ尺痴悪
人’ ﾁ報告と同様ビあっ1（。
　ユ之述り　O・・と　く　勿フが色ラ夜、セ・の．A．1）7，　P．，　℃れ・・一更　ノ
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謡乙をしでいること〃・らノ　それら）ミ〃、〃・わる酵l

iバ、酵煮の存在を証記するこヒノまビきなかつ：

た。この蜘ミ関しでノま参学り課題としたし、。

踏1冒物肱激友ドー定の傾伺ノよ認められな却聴

lヂの巌激、麦！ま他の賠期の卵刀ゑ液甲σ髪ナ乙バ比’

へこ減少、レでいるごとを報告しでい・る。　し〃・し・

冠者の成績ぐノ4，卯胞っ入き“バ大φくなる1
の1冒チい卵胞炭）アリ〃ル濃ノ更〃こわガ〃・ゼノ」ある

ρ噌加している傾向が認めわん／＜。

　ψ醜の六鰹と物思液四κ濃皮1くつい；
で，。れぎビ森ウノよ卵胞の捲育ドイ卓づ．K三友；

1・一定の傾伺1よ認めら家なか・尺と報告乙で，

いるボ，彩圃1よ卵胞0搭育1＝弾〉麦化として

・券傍期旧い糊ほと卵胞ラ対のκ薮皮バ
細・することを報告しζち・ク、著煮0成績で
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

渉，鋼勧畑さ〃凹きくなるの｝こ餅し卵胞’i

，

二四6ラ報告と局イ孝乏て“あフ　1気σ　　　　　　　　　i

　j尺著煮り成績で・，卯胞の六、きさと卵塔液．i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

…大きくなるの1司≠P勿胞液窄のκ／舩ヵ拐氏アi

；つすク卵胞液窄弓翫浪，度，κ濃．皮！d三下oi

諺一珍陣壁の透過倥尺影響を及ぼしでし1る藍

！護生体内尺あフでノノ三三，丸六・0’彬拡砂あるいi

ク両者の捌互．の関係一ま重乎・ビあク，　ぎたぞO

／禰の一部ノくノ覗乞細血ノ彦尺〃“絢彪族り透過1

注！邑諸酵煮砂，賦活，ホ・レ乞ソA成、なと・バあグ」

・卵胞吻捲育’ヘゲヂラ～九ウイオン0錫お5当

然示唆ごナtることて“あ9ノゆえRψノフ彪の大き

さ1拶ラ卵彪液、肋吻濃皮の動きを於回しパ



　　　　　　　　　　　　　　　　　　θ’

i系裸，卵胞の入き拘状きくなるのにイ乎レ卵i

1纏液肋吻と卵惣縮との周1誇んウかり、i
｝因果関係め存左する可能性“ご示峻さノz沢。　i

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　i

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

｝　　　　　　　　　　　　　　　　　；
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l



　　　　　　　　　　　　　　　　　お　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　’）顧粒・涙三下層・．　　　　　　　・　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A物卵抱を27例観賞し瀦幽 o

ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

贈な鋼励槻撫矛ほ・し〃・し直御8・肋？冗i
i以二弓細胞～‘，どれ以ア0細胞1：比・ぐ、顯絃｝

しされたむ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

マトギシ・リン～乎・葬1こ：濃染した蕪・癒造ヒ周・わ；

察された，

　なお・，か卵胞ご卵胞、o大きさ8・o・猟ン又フ9噛

九7ミ。
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i直径18．o膿灰プの卵泡の内爽巖層ば，三三i
I罐の厚三門呼物る茜直径θ，blり，酬琢

吻卵胞ゼノよ，層ガ．局乎ゼ，　し〃、6粗懲なぎり｝

：名三四疹の増生及〃べ充血像が下等さκノ（’。　1
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

iなぢ，直径18・’撚灰ゐρ卵胞尺・一痢3内炎i

膜層の幻れた劫バ観纂され7く．
i　　3♪タ」ト多《膜ノ舜　　　　　　　　　　　　　　　i

iでノ4な〃・フたゲ，直径’8．’膨以」二の卵胞ビぱ；

：硝チ様亥性ポ観察さμ尺。

　　4フ老累叉か・’1・彪　　　　　　　　　　．・i

｝　顧粒膜細胞層ノ4，層0厚ぴ1；・タ少弓差ツ」あ一
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｝酋見1ま観累されなヲ・つたガ非生理的な大卵彪i

；ゼ1‘，正斜機能を労んピρるψ戸飽どいう」りi
，退行性麦イ趣思わぜる前忍〆認めウκた，’・i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　す初噂旧きさと直痔即勧る・し・と問えi
ウれるガ・顧問涙細彪源の表層側1＝、ヘマト｝

直径20－60ア前後祷．’黒色¢砺勿が観累さi

承六二なノミ1い下す弼卿メ惚とむ’

フ尺。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　1

直i径■3、’～ノ8㌧0〃峨り吻フ彪て“，三図膜・細．鞄、ノ響とl

lまとんど接する表拶部’く・名四血・下弓増生艮；

卵胞渡の機・能砂交流〃ご示麦ぴ泥1＜。

　外漿膜層にノまノ　それ／5と・須著・な場ゑノ♂紀泰

されなカ、　っ　アく。

　ざらノこ動脈・壁に一部硝子振亥性4ご観暴さ九

尺茜潜勢あ体尺影響を反ぱしでいるかどつ．

〃、は不巧で㌧ろつた。　1　　　　　　　　　　　　・
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　なぢ，P．んε．染乞，欲染急1｛」る祈老で・ノま

：、卵胞つ大きさ尺伴ラ特別な傾イ弓！‘観黙さκ

・な〃・つたζ主，ミ閥愛等を対象1ミ錫．察フ、
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　4，卵胞毫腫牛1くっいで　　　　　　l
l　野タトノくぢし、でノ　彦姦ノ身くユ・二．ψP胞二二乞とづ多＼断く￥九i

iκらり卵胞！‘，当然り。とビあるゲ，すべピl
i直径ぼ．1繊以其り5っビある。　　　　；

　但音37認めエP…5，二三～ILO％／誕ζ”e｝
鋭上8．D、　r．」7土。，9’協／dZ）で協グ，卵胞液：

諭3例で’／」3．％一7・00チ／dfぐ惚賄土ε・P・ぎ・82…

土0．69チ／」ので，両煮周尺有意差ζPぐ0・0レ

）〃“認・あらκた（：孜8♪。

　毎癒と卵抱液態め五P．κつPで，　落の担刻

聞係を裾ナほ結果，r二〇・382（ρ＜0・0’）

であク，ぞ意な正．り掬関関係〃ご認めらん1＜ぐ

図53♪。・

　　　2）昼匂・が画
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　ゼ・ア¢テート摂法にψクノヒパラヅクヌ、：

き周い血．皆及〆卵胞液め’芭雨漏動ま行っ1く。
そ　　の　　縢ノ　　　・物乞フ　ノ訊差乙、　ノ∫之　 ’；　　っ　　

レ、

@　で　　ノJl　コ｝庁　 述⊃　の　　
こ｝い
@　と　　　く　　ノ　　　壱）∫J　　l

彪液引に怯え・ヒァノレロニダ’一七“を加え，　アノレ

5プミン・か画κ相当する’幣がの特翼・約な氷動詞1

　血．渚37例。屡・匂zか画俊尺っロで，　アノレフ“～’

ンノ」32．9（，64・，2％（ηeゆπ．±：6’．D．43．5’ゴニ　6・0、タζ、

・）ノメーグワフ“リンノ」4．1～23・5．％（凹8此フ↓土：

ε．D，16．1丈二3．5．％♪ノ β一グワフ“クソノ」6・．5

へ／15，曾：％　（ハ7θ6し｝Lゴニ8．．∠）．’．’．2ゴニ　2．6、％，）　ノ　劣一　1

ク1’1フフ“クン1詞6．3～42・0％（”θ餓土＆ρ・29・3

ゴニ　5，7％）　，　　ハ／　θ　！」　0．490～　　1，795　ζ〃eA7乙：

＝ヒ8．0，0、794土0．237）　で“あフ／てぐゴ反8）　。

　卵胞紹3例の香勧《測鉛てつ・1で，アノレブ
ミ　ン　ノよ27。8・～67，9タ4　ぐ〃θルル土　8，0．48》・6；ゴニ　8、．r

疹）ノ〆一グワフ“グン冠’．6～2’・2，髪ぐMθんπ

±二足～’．D．10、ぎ＝ヒ4，8メ4），〆3一ク”fフフ”クン1ま7、

、6～25．6ヌ〈∫　（1▽e〃し｝しゴニ　β．D．13．6　土　 4。4・％）　　，　　ポ　　’

一グ’・フプ1D．劇2．0＿40，6％（”θ《7・土8，P．271
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，2土6・2幻・月／励工・・3r5－2・口9ピ〃8．1
諏土ε．D，1．・・砿・．35・）で・あ・rd表8）

o

　卵胞液1γ〃）アル：ブミソノ　！β一．グワフ“リンノ

ハ／θノあ但勘アのぞん尺比ベガ意ζそ．九ぞ．1

ノしPく0。OI／Pく0，0／P∠0・0の1痛かっ1（〃ぐ・

ψ噂癒ザり三一グワア”リン1‘，但渚・rつヒκ’

に比へこ有㌦意ぐPく0．0｝）！こヂ氏いことパ認・めφノ・し・

’た。　／なお’ノ　　♂　一　ク“ロ　ブ“グ　ン艮　っ　い　で　！」，　両ノ蓄

間1こ有意差1」認めらんな4・フ八．ζ煮曾）・

その抑珈瑠挑検計し！瀦承，ア・レフつンぐ

r二〇．4i6，　Pく0．OD，よ一ク’1iフフ“ワン（r

二〇，548，Pく0．OD’＝有意な此の相関関係づぐ

認めら≠し7、（図54，57）．し〃・し×一グ1フブ’

ワン，β一グ物フ・ツソノハ／穿’＝っ・、でI」・

有意な抑期瑠系ノ｛認めウれなわった図55・
56／　　58㌧）　　。

　　　3），尿素態窒素三友

　位癒36例めβ．U・N・山0・0～3LO・・1チ／4ノζ珂ε



69

ぼ

・のん土β．D．1曾．3上6・3ヲκチ／dのであク，卵絶液；

…72例で・’／」10．・～32・0・脇／6Z（〃8帰土ε，0・17．5’i

iκなつ・つ／二（孜8）．

　毎痔と卿包痴幻のaU・〃一ミつPで，物相、
i醐係鹸回し瀦泉，レ・・7？・ぐP＜…1；
　

i♪で・励，有意な正の抑刻関係バ認めウれた；

iζ図5の・

i　，4）ノv祓反

（悔飢上ε．D・3’ぎ・4上2ρ・0・》／dので’あワ・

i鰍七一3・4－365・6｝・｛チ／μノ’（吻i

エs．D．2タタ・7畑4．8幣／dのて“ノ両者閥’晦1

；意差（P＜…Dゲ認・めろノ乙た隊8）・

　な坑血毒と卿嫉ノ為1岡・κ嫉友1こつρ：
で毎意な抑燗係ノよ認のら≠しな〃・つた・ζ図θグ

），

　　　与）κ濃．麦

　血癒36例のκ浪皮1釧〇一2－46・ぎ2飢チ／d必

ωe傭土β・D・22・3弦6・40”・ブ∂ので“あ．ク／
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纏液三一．72－31・69・・｛ヶ／d2く〃8磁i

lε．P，虚・砿4，8擁／∂ので・，両綱1晦起
…差（Pく・．ODヴご認めら撤嵌8フ．　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1なぢ，蜻と卿敏周にノま，1磁ノ如っレ・i

…冴意な謂卿蜀係！さ認吻らκなかった（図6仁

1（伽冗土δ．D．2，775去0・375りんテ／4のピ’あグi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くi，欄液82伽・ノの．33i－3、75吻／∂2（〃8．i

冠ε・D・一±・・446｝∫1チ〃）で・崩’剛

i民意差（P＜…のφぐ認・めらんた。初フ・・i

i血清四陣編1の悔濃友1てつ・、で・物抑
二三を検計した緒果，r二〇・6ク6ぐP＜0・O」1

（図62♪．

　　　7）κ／肱
　血渚35例のκ／翫は0・0333－0・1455ぐ〃e久’む

土8．D。0．07口土0．・2・2）ど・あクー舷液80例｝

で’・ま0．0273～0．’24タ（〃θ刎土ε．D．0，05タ2土0．



「η

；OlθPて・，両者問～婿意差（Pく…’）づ13竃、め

・ら拘く隊8）・

　なお，但渚と卵彪液閣1＝1ま、K／撫Kつ．Pl
で　ノが意～　，な　オ月　ノi周　ノ鶏　イ系、厄　詔、あ　　・う　ノて　な　・〃・　フ　　尺　　ぐ　図　63　1

）。

7150》く⊥二．と’3Z．づδ＼し

療τρ．ノ励麻剛瓦aα．〃．，短昆，κ，砺

イオン浪友，K／肱）鹸討し婦鰍，子客，

磁粉如〃6．4似砺ス分りア・レグミン・η
／　ご｝・　ノま　子　彦頚：ノ彦タ祐　力之P〃6．5・0へ　7．49め　ヱそ外　の　ぞ

幻＝比べ，温帯（そんそ・九Pく0・0ぎ，Pζ0・・1）

バ低いこと“ご認めらんた。εかしイ回り成ゑ尺

ついで！ま胤エ劔飾町意差1」認めらんな〃、つ

た（表9－1／　9－2♪。
なぢ，子瀕励膜P〃と卵彪拠捌実状の虹

B．子郁賄粘痕控状助磁液諸倥づ麻’

　　ついで
　　’）子彦．頚考、粘フ爽P月と卵胞液諸性ゴノく尺1

　　　ついで

縮頚壕粘茨P碗6．4下冷ヂ，6・50－7・49．

　　　　　　　　，各云麻間の卵胞・：液’譜性9
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取ノあ有意な凋蘭閲係！認あられなあ，た乙．1

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ

i　子曽頚管粘液結湯嫁窓ノ熱結晶一ノ詰回りi

擁夜の友合尺ψク三友り66かウ頑1ミ工型，i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i，陛択　（　τP．ノ　屡イ1ヲる＼庫シ’値．ノ　　8．乏ノ．ハんノ　　ハ1の，　　ノてノ　　i

；差．1」認励κな〃・フ7く磁10－1，’0－2♪｛

：・・　　　　、　　・　　　　　．　：；
i　σ．老察及〆’1・括　　　　　・　　　i

ソ種の経産牛！くづ・、で，同一牛の飢渚吻ヲ彪f

、液の諸性状1ミっPで検討き加えた。

のτρ認血射のぞ灯比べ有意’くイ猷ノ両・

下聞に有意な正．の凋薦関係、グ書忍めウκ，前是、i

の砺捌て吻舵の大紺」曾・’労ε畷助齢｝
の血渚と卵彪表の成績ど書嫁同撰の系吾痴碍・ゲ
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；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

i但蒋と卵胞令聞の丁零ゑ副直尺つ・、でr，卵：｝

i腐趣侭，ア、レフ・ミツ，β一クhフプリゾi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

i一／冴ノ班意’滴い邑鴻忍励’乙た・樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

｝告と直接比較ノ‘でいないポ，これまで。劇瞬
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
1βム，。εら（10）1ま，牛ψ碗液の唇白み画値’ま・i
ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

i嬬のぞ灯贈・♂・一グワプグソ・r・一グi
i㍉ガツソφ嘱く，ア“，フ・ミン、嫡いことを鵜

1告し一らにP圧R・禍（人♪（タ3〕，絨〔・i●

…36）洞門轍生しでおク，ア・レプミン，i

：〆一グ1フフ・ソン1こっし・で、！よ志人・報告レ須

：し八。

；諏血癒と吻砲下物唇臼か一直の捌勧苅、
源蝕ると，アノレグミソ・♂一グDワプリンズ

’楠な正の調薦閃伽磁下れた．
　すなわら雪避辮の平平か画／ゆ清・昂：
1こ類イ以し、低ゑ子ゼあるアルプ～ンの割・合、φぐi
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だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i正の醐縣〃“認められた姦・勿ワ胞勲伽…
i皿盾由来ビあるとすれば，但清汝み弓卵’彪1ダ1．
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iろ鈎確魚拘・一興よ一ク・ワフ・リン■
iついで1」ノ毎渚’と卵胞液聞1（有意，差ボ認めウ’
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三

匙た亥・同様毎二成かθ七四ろ出”ご考λラi

iκる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

iところζ三二卵胞綱の♂「ク“ワフ物ン・i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ

i羅のごとく卵池の大きさ」8・の，醒以下の卵・胞液q

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トミ
iあら江ず，卵彪の人きさ18．1〃ε〃こ以瓦の句1”彪液i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

iでOれらの呑匂須〔が’認・められ尺ボノー血管！一卵i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

るだワκ、卵砲嚢腫ビ1よ血肥一卵彪屡乙迩逝i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

iハフプツン’＝有意・差が’認めウκな杉、フナく・多りi
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

iに有意差／ま認められなかったパ，有意な・瓜；o．il



　　　　　　　　　　　　　　　　　75’

G
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

…4胤ψ陣綱の晦濃度1こフいて，ψ陣夜i

㌧1こ茜両者聞尺有意な二品1瑠系は認めウκ・i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

；るかフた。さウパκ浪ノ麦ノ　K／版尺ついで6擁
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

i同様ビあフ尺。　　　　　　　　　　　　．i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

たブ，ごれ／よ卵胞二三〆血渚の採灰条イ午り違，：

・U陥るこ四民えられる．すなわち鷹殺／勲
、の経過貯閥’討・て卵彪拠Dlて藪度ノよ♪轡¢1

す溺頃句〆あるのビ，生恥、多4採颪と屠体、｝



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i子官頚管粘液性沢と卵胞液諸性状1；っeでli
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し捜頑留嫉P揮6・49以下の賜と6・5・∵i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

iついゼ級告乙れでいるので．，子喜り，亥化“ぐ卵：｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i胞液・諸控歩ぐK’影狸を及1晒すこどッ」・／考え、ウ’れ，　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　ミ
疹後の課題とし得、・．．　　　　．　　涯
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　・i
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　・i
！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1；

i　’剛　　　　　　　　　　層　　’層　　．｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　く

l　．　　　　　　　　　　　　　　．　　『匿lli　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｝
＼・ @．．．．．＿＿，．＿一∴．＿．、，．．　，、　　．＿一1㌧．，＿＿．＿＿．．＿＿＿＿一一訟・L．＿．．．．＿＿＿．＿．＿＝一＝，＿．＿＿＿，ノ

　　　　　　　　か　㌶／，i ・1　　　　0’5
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r…一 @▼　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　

i　鴻・厨％二言　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i卵彪液・血痴こフいでノ揃剋硯ぢク～あ、i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒレ種〃、ら，．人エ渡法で’採衷しノー般催択’ζ呉i

！精3淫艶液0作製：脅液稀釈痴グノレコチトi
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

汐一1・液綜傍拠1傭1蛇心しノ150・r・P・，i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

i帆．ノ5分爾髭厩澱ノ沈湿し，乃1洞様橡i
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

i／乍を2回実絶し，最終勧ミグノレフチみラートi
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i八。

：緒子と卵胞液の褄徹及〆検あ法：小就鹸層；

ド。一二φ罐液を二九・乞殉ヒ。ペットビ項

1診）ノ＝静置，経時的バ老の少量をスライドグi
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謡のと冠した・なぢ・蠣についで，洞．：i

i活’々洗藏三二ゑの齢・あ・購1ζ・よ一…i

iク下・払りとおク｛乙がとノく9　　　　　【，　　　　1i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨヒ

i　　　6の9　　　　　　　　　　　　　　－　i
、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li

琳
什
＋
＋
’

凝慕

勧醍翻回しびる・ぎ．の，・・；

　　　　　　　　　　　　　　　　ミ混ぶ蜘D大部・伽呼子のト沢態，二…誤

り下記のとぢクヱかした。



　　　　　　　　　　　　　　　　　ごロアタ　
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卵胞淘米弓卵彪液で吻戌績！‘，忌勿ヲ胞液ノぼぞ1
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ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

渉翫0鰍以アの卵砲茨〇一泌を7’ヲ周：働で“・3，

　・’第1エβデノ」動フ胞の六きさ　分・’一一」3・o訓言の吻フ胞i

諫・第π群ノ」卵彪の大きさ13・1－！8・o鰍θ卵：｛

法ラットをフソトワマ・レ群（〉×下0群ヒ略すi

　　ラッ助雨期の確認、／‘，劇塩田の検査尺i
ぼっ1く。　　　　　　、　　　　　・　i

　，各ラツトノ」ノ　卵胞液投喜終・ア後の初回のノ落、i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
塘前期1ミ比尼を1子い，受精り確認・，妊娠期間幽i
．ノゑ姥状態，産仔数ノ虜乳状鵤観点を仔フ｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
…たρ

　　　　’）ラッ隙周期1汲ぼサ影蓼・Rっ喉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　．卿多溶一き．探．ヂ喚急匪ζζ，ゾ9助1。．些．ド／一



　　　　　　　　　　　　　　　　　タ7
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
コラットリ慮粘液検査1ミ♂る1生周期の下し、ノ」観謡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

庸されい・つたζ図82ク・　　　　　　li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

・　　2♪ラッ）・妊娠期周，赤娩状態，産修i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　教，吻乳状熊尺及ぼす影攣についでi

iめ娠娠期1葡，か娩争奪，産仔数，・再・乳沢態尺i

l’、C彬断・樋細’漉し、1よ繍越な．｛

i　　　D．　考著冬野ひ・小彪

吻弾倉1挫ノ」・ステ、7イドホノレ乏．ンをノ4じ’．｛

iあ種々な成かバ存在しでおク，オ六そんら疲l

ゴ1帰。そしαらに受糖魂蜘咳’聴する酪：

、酔えられ，そこゼ卯庫液をラットにイ耕i

1察を行っ汽ヒころ，弼ら麦化は寵、められなか3



　　　　　　　　　　　　　　　　　9曾

　ら　 ノて．　な　 〃、　　フ　　 7・ζ、　と　 で叛告　　し　　 で　　レ、　　る　 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛

　淡・βな一麺の依痴もイ6り域，熱雌動物◎

・老えウナ（る。
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1／「一… @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

i・柳融の翻1てっし、で・灘の違いノ晒i
iる〃ぐ六部か弓多9ノ高森ウ〔65〕の報告と同i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

iどわく卵慮内・壁拶弓搭達，が悪くノ機能多ヂ良；

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

iに鶴慕．ごrれ，る泳簸ク像と」・　＜似でお’ク♪・ナゲそら　；

にっしビノまノ纏液ノ彦批ア・レ1知タ㌧ゼ



　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒノ　ヒ
∴甲『… @　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

協像の真底や次碁が細雨さκたこと〃・・ウ雄秦i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く…蝦かそこで吻忠心伽酸性ムプタ糖イ効，i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く鹸出を行った緒尿・卵識語｝無毒ノよ多量¢酸性［

・厚．P．｝滋。あ者ことが認励μた．ま八銘気i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iκた・こ火4～」酬5創少〔38ノ／、葛山’ウ（120i
：層

lノ瑚・〃忍足β〔’4卸なと・！よノ卵胞液ヂリ酸i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ纏ムフタ割高ピア加フン茄ご主ピあると鵜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ慰しでしほ〃ら著煮弓成績ビ／まフンド、フイヂ

ン疏酸オ財主～あフた・

る董要な因子としで注房を慕力でぢクノ産婦1

人科腰疲ゼ5，卵彪勿券穿，搾卵・受訴パ着i

彬し’



　　　　　　　　　　　　　　　　　川

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くi由来を3智を用い八オートラ・ゾオクいうブイーード｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

i．儲’14牛灘膜細胞の続瘍湊を行ない・1

iムコ締イ粒ついでバ掴で吃人ノまノピアi
i伽ソ蜘魏ご・あグ・穐擁穿1こ口乎：いぬ



　　　　　　　　　　　　　　　　　102

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

種類ド先入り報告ど差ノ♂あるぎφo・どれグi

碑勧搭育’潤4しでL1る抽ノよう疹・ボ烈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
ノくり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロミ

　馬券ヒ卵胞液閣の呑成か9比較ビ／劇工P・i

…3即8ウ（’0〕，Pど3」仰工〃6εら〔’2フあ報i

l告と似た成績ブ好ウかた。　　　　　　i

　毎癒と卵彪液聞。恣威・か。凋関閲係2改るi
諺，元P．，8．U．押．ノ〃勾悔イオン浪皮ド方意1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　3ノ（但音反〆卵胞痕。ゑ疫電気泳動砂解同i

隔9沈降軒並〆，ζ毎渚及〆熱心の旧きさ’8i

本の沈三線ボ紀察習し・⇔・6そ。鋸索5れ：1
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

副尺認されんなβ・他り検出さ九ハ沈峰線」
㌦毎芳，卵二言と51ミ共通ζ・あ・六・以二り圏i

層こと反正狙群菌依抗蜘吻磁渡、Fへ移行i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミiす、ること〃・・ラノ　φ戸7胞茨、ヂのイ護＝往フ質’1よ」鉱～・瘡1；）汐i

レさら’＝孟卵彪の但二一卵彪ノ菱1ミノ4参子量バ；

：ノ1、さい八めド起ぐる学絶な勿理舶二三で・ノ4なi

ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら

　ψ舵の大きさと躯三二ザの容威励とり卿系i
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
～ノ有意な正0拐痴二三が認めφれたの／‘・

肱濃、麦ノ有意な貢0御痴関4系がぐ認・りら九六ρ1

，ノまノ四，〃，R，二一あ〃・ε・ノ〃・8・／oん・紹・…

lう一こ価P・ノ”・ε・ノ月・εノ〇九・乳磁；

i「友，κ／肱0卵胞の六きさパ餅ラ麦イ6はノてき；

iヴ、・た・ん〃・P・ノミついでノぽ・∫β〃ε酬ウ・高山：

らの報告と同様ゼあっノこ4ぐ，翫濃皮」ミっDで：

、森う1」搭捲娚バ！♂杷の二丁まク低1ドするとし、i

，著者の成績と逆で協っ！（．なぢ・κ学友1＜
，ついζ’／よノ　影城’（34フ　ので霧〔告一と1司様ご♂あ　つ1く1



　　　　　　　　　　　　　　　　　’04　，i

｝一の」ラκ郎が勧・喪い〃偽るのノま・好象li

：とす勧磁毎瑠ずし多ノ穫弼9で1♂々P碧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コずれ1ミしで5嚢胞リスデージドまク・そ九ぞi
ノ曜弓あるこどバ承5丸λ。　　　　　’i

諏纏り々ざ卯蔽・鰍イ象’＝つ・い，i

・で，卵彪の捲育．パ旺惑1ミなクっっあ届ど考えi

瀕る齢，3．困8．・…拶戸胞ノζ，灘翻・i

iり増生及五竜毎像〆観心さ九・但液助フ胞液i

：の機能的交流の存在パ心心ゴ光尺・．　　　i

　さら，二卵胞浪ノま，排卯後，精8と確然砂κ！

接触する運命ノミあ・∂以）勾卵心隔・面子1ミ薄i

堵肋κ，κ“脚κ撮47〕ジ，人の卿包；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

、を延長すると報老して以来・タくの研兇者頚

こ適時しかる・心心績でノま・・ど死、i

1促進的な，砥1ら〃・．ρ彩響を．嘉や．ぐIL炉∴ど1
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ビあフたり

　著為党績ζ・，毎清ζ塙．鋤の＝緒チ凝蒙錯

．。蜘の・舶越畑凝象程痴ぐ鵡く4・る傾紅
“ご認励九，Dlく血建物箇体抗4本バ卵胞1

へ疹出多塾して措子凝焦まお・ぞすげ能性ど考；

めらん八のゼ，勿フ・泡の機能老の50と5ノ閲係i

　　　　　　ノ　　
ノう

のあるぐとか“ガ・％（ざ九た・
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レ墨色薄墨着色動ヲ彪液¢含方成赤をレとべ1く緒．

9

泳動隊バ認あウれ，さら’ミoo比翼的な氷動i

め緒ム，；起凶しでし嘱ことが’う4ゆ“’えた・

動フ彪液ビ検出ゴれ1く泥受動は大部ゑ共通’ゼあi

フ八茜ψ陣痴網，鱒で亀搬されな4’・・
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11

繧ｽ・ぎな卵抱多太ささ18・’％｛例以しり卵胞涙i

κは、卵法り大きさ18．0勿畷〉ノア。卵泡三三検i

1＜，両者周に有意な正の凋蘭1菊係バ認めら誕l

lた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’：

1　6、卵胞液■rの酸弦ムコク二二ノ‘ノコ／パ；

．1フ彬ソ読酸ハ艮グヘノぐラン泥誕酸・2種類で∵
…』 ?，いずれ6勿の泡0人きくyパ大きく・なみりi
μイヂし・ぞ0激皮ノま減少するぐどがご認のウκた；

o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

；吻区参ゼ，両．者闘バ有意な正0凋関周係バ誕；・・

：められた。

　8．卵胞液ザκ嵌、麦な卵、彪。大、きさポ大『き：

〈な勧’畔碗少する．こと忌め勉．た、∴…

　9・纏茨と鱒ノ物吻澱’よノ勿フ彪の大i
野詩翫。轍以ア・’3・1聯乙以去ρ再．かぐど躯趣；
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：な正の掴薦ノ殉係グ’認めらノと六．ぽた卵彪波ナ；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ’の吻浪反ノよ卵彪の大き抽状きくな石ρ1ミ嬬i

P裁．附する。とグ9認めウκ／＝。

　’0，男鹿液ナκ／硫！よ卵彪0大きざバ旧き：

くなるリバがρ低アす6ごと三三、めウノ（た。

　”・四二’3・レ）’8・・鯛勿確姻芙膜燭ζ∵

1ノ毛綱血後の増些渓ひ・充血．像〃ご規奏さ産た、

」7ζ直径18・1》‘フ’∠以五吻勿7彪。綬粒膜細胞層，

、内芙膜，層は，局乎で粗萎な6り〃fタ＜，な〃・｝

ドは一郎欠損しζPる6の6・慾寒さκた。

抱茨ザ’て秒行ずるOと〆認められ八。

　13．綱舷門状と子方碩管粘液控沢とりノギ
’：，募斜な点／よ認め耀なか，たヲも一生4噛：．

らかの関連挫つある面6示峻5九た、

　！4．獅翻ゾ生耐するψ磁痴影蓼！よパ
急卵彪液1ミ♂クかなク吻差吻層あ届。とボ認あ

らノした。

　以二，卯胆液．の痢渉1ま・血渚に1卸来する・ぎ’1

のパかなりあるゲ，老の教反ノ」卯胞匂身ψ機☆
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